
第 2学 年国語科学習指導案

日 時  平 成 15年 11月 6日 (木)5校 時

児 童  2年 2組  男 19名女 17名計 36名

指導者 三 浦 智 子

1 単 元名  よ うすを考えて読もう  教 材名 「お手紙」

2 児 童と単元について

(1)児 童の実態

児童はこれまで、「ふきのとう」「スイミー」で、場面の様子などを、想像を広げな

がら読むこと、語や文のまとまりや内容を考えながら声に出して読むことを学習して

きた。これらの学習を通して、動作化や濠」化を取 り入れながら場面の様子を思い描き、

自分なりに想像を広げながら読もうとする態度は少しずつ育ってきてお り、吹き出し

や手紙文などに書き表せるようになってきた。また、話の筋の面白さに興味を持つと

ともに、場面ごとの大まかな内容をとらえられるようになってきている。 しかし、言

葉や文を手がか りにして、場面の様子などについて想像することや、読み取つた内容

を自分の言葉で話す力は十分とは言えない。また、読み取った内容を自分の言葉で話

す力も十分に育つていない。音読では、大きな声ではつきりと読むことができるよう

になってきているが、読み取った内容を音読に生かそうとする子は少ない。

(2)単 元について

本単元の主たる指導事項は、「場面の様子などについて、想像を広げながら読むこと」

である。

教材文 「お手紙」は、がまくんを思うかえるくんのさりげないやさしさと、一通の

十手紙を通して心が触れ合つた二人のほのぼのとした温かい友情が描かれた作品である。

この作品は、①お手紙を待つがまくん、②お手紙を書くかえるくん、③がまくんを励

ますかえるくん、④幸せな気持ちでお手紙を待つ二人、⑤お手紙を喜ぶがまくんの五つ

の場面で構成されている。それぞれの場所、登場人物の行動や心情に変化が見られ、場

面の移 り変わりがとらえ易くなっている。文章構成は簡潔で分かり易く、かえるくんと

がまくんの会話を中心に物語が展開されている。またその会話文の中に気持ちや人柄が

表れているのも特徴である。そこで、がまくんとかえるくんの会話や行動を時間的な順

序に従って読み進めることによって、場面ごとの人物の様子やその移り変わりをとらえ

ることができる。また、作者自身が描いた挿絵も、二人の動作や表情などを理解する助

けとなり、場面の様子などを豊かに想像する手がかりとなる。

国語の学習や日常生活の中で、手紙を出す楽しみや受け取る喜びを経験している子供

たちは、本教材の 「手紙」に興味 ・関心をもち、それを通して行われる心の交流につい

て、登場人物に同化したり共感したりし、想像を広げながら読み進めていくことができ

ると思われる。
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(3)指 導にあたって

本単元で、「場面の様子などについて想像を広げながら読むこと」の定着を図るため、

指導にあたっては、次のように進めたい。

・紙人形濠」をするというめあてを持って、学習を進める。

。それぞれの場面のがまくんとかえるくんの様子を、サイ ドラインを引いたり、吹き

出しに書いたりすることで、叙述 と結び付けながら想像していくことができるよう

にする。

・読み取ったことを音読に表現することができるように、それぞれの場面での読み方

を考えさせる。

・がまくんとかえるくんの人物像や場面の様子が表れるように、工夫して紙人形濠」を

する。

・がまくんとかえるくんの他のお話を読み、物語の世界を広げていく。

3 単 元の目標

(1)国 語への関心 ・意欲 ・態度

・紙人形濠1にすることを考えながら、「お手紙」を進んで想像しながら読もうとする。

・がまくんとかえるくんのほかのお話にも興味を持ち、楽しんで読んでいる。

( 2 ) 書くこと

・もらった人に喜ばれるには、どのような事柄を書けばよいのかを考えて、手紙を書

くことができる。(イ)

(3)読 むこと

・場面の様子やがまくん、かえるくんの人物像について、想像を広げながら読むこと

ができる。 (ウ)

(4)言 語事項

・会話文と地の文を区別することができる。(ウー (イ))

4 単 元の評価規準

(1)国 語への関心 ・意欲 ・態度

・登場人物になりきつて、楽しく紙人形濠」をしようとしている。

・がまくんとかえるくんのほかのお話を楽しんで読んでいる。

( 2 ) 書くこと

,どんなことが書いてあったら相手が喜んでくれるかを考えて、手紙を書いている。

(3)読 むこと

・挿絵や叙述をもとに、場面の様子やがまくん、かえるくんの行動について、サイ ド

ラインを引いたり、吹き出しに書いたりし、想像を広げながら読んでいる。

(4)言 語事項

・会話文と地の文を区別して、視写したり音読したりしている。      「
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5学 習指導計画と評価規準 14時 間(書く2、読む12)

過

程 学習内容
評価規準

関心・意欲口態度 書くこと 読むこと 言語事項

見
通
す

Oあらすじをとらえ、学習の

見通しをもつ。    1

日意欲的に感想を書こうとしたり、学

習の見通しをとらえようとしたりし

ている。

・おもしろかつたところや好きなと

ころを見つけている。

O新 出津字や語旬の学習

をし、声に出して読む。 1

,漢字・語旬の学習や音読に進ん

で取り組もうとしている。

'新出漢字に気を付けて、はつきり

正しく読んでいる。

○場面分けをし、学習の計

画を立てる。     1

・意欲的に場面を分け、学習課題

を考えようとしている。

'登場人物の行動や場面ごとの様

子などをもとにして、学習課題を

考えている。

深
　
め
　
る

Oが まくんとかえるくんが悲

しい気分になつた理由や

二人の様子を読み取る。1

二人が悲じんでいる理由や様子

を、意欲的に読み取ろうとしてい

る。

口二人がなしんでいる理由をとらえ

その様子について想像を広げな

がら読んでいる。

・会語文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

Oが まくんのために手紙を

書き、かたつむりくんに頼

むかえるくんの様子を読

み取る。      1

B大急ぎで手紙を書き、かたつむり

くんに頼むかえるくんの様子を意

欲的に読み取ろうとしている。

コかえるくんの行動から、かえるくス

のがまくんに対する思いについて

想像を広げながら読んでいる。

口会語文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

Oあ きらめて投げやりなが

まくんとなんとか励まそう

とするかえるくんの様子を

読み取る。     1

口手紙の到着を待ちわびるかえるく

んと悲観的になつているがまくん

の様子を、意欲的に読み取ろうと

している。

・手紙を待つかえるくんと、悲観的

になつているがまくんを対比的に

とらえ、二人の様子について想修

を広げながら読んでいると

=会話文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

Oが まくんとかえるくんが幸

せな気持ちになつた理由

や二人の様子を読み取る

本 時 1

二人がキせな気持ちになつた理由

や様子を意欲的に読み取ろうとし

ている。

二人が幸せな気持ちになつた理E

をとらえ、幸せな気持ちでいる様

子を想像を広げながら説んでい

る。

口会話文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

O手 紙が届いた時の二人θ

幸せな様子を読み取る。

7

コ手紙が届いた時の二人の幸せな

様子を意欲的に読み取ろうとして

いる。

。四日たつて手紙が届いたときの二

人の様子について、想像を広げえ

がら読んでいる。

日会語文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

Oま とめの学習をする。

1

8かえる〈んに対するがまくんの思

いを意欲的に読み取ろうとしている

/
これまでの学習を振り返り、がま

くんの様子の変化とかえるくんヘ

の思いを想像を広げながら読ん
'
|'岳醜認五

い

いヽる。

広

げ

る

Oグ ループごとに、祉人形

劇の準備や練習をする。

・紙人形劇の準備や練習に進んで恥

り組もうとしている。

・動きや会話を通して、想像を広げ

ながら読み、紙人形劇を楽しんで

練習している。

・会語文と地の文に

気を付けて読んで

いる。

Э紙人形劇の発表会をすえ

1

口紙人形劇を案しみながら、発表しよ

うとしている。

・動きや会話を通して、想像を広げ

ながら紙人形劇の発表をしていて

O友 だちの発表のよかつた

ところを手紙に書き、手紙

をもらつてうれしかつたこと

を発表し合う。

B手紙を書くことに関心をもち、相手た

喜ぷような内容の手紙を進んで書

こうとする。

口どんなことが書

いてあったら相

手が喜んでくれ

るかを考えて、

手紙を書いてし

る。
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6本 時の指導
(1)ねらい

◎手紙文や会語文から、友だちを思うかえるくんと感激するがまくんの気持ちを読み取り、幸せな二
人の様子を想像することができる。

2

過
程

学習内容 口教師の働きかけ ◆判断基準

つ
か
む

1前 時の学習を想起する。
(1分)

2本 時の学習課題を確認
する。

B前時を振り返りながら、手紙を待つことにあきあきしているがま
くんと、4可とか励まそうとするかえるくんの様子を想起できるよ
うにする。

日挿絵や1場面との比較から、がまくんだけではなく、かえるくん
もしあわせになったことを確認し、課題を明確にとらえることが
できるようにする。

読

み

取

る

3学 習範囲を音読する
(2分)

O役 割読みをするとともに
音読を聞く。

4学 習課題を解決する
(1)かえるくんがお手紙を

出したということを聞い
たがまくんの驚きを読み
取る。 (4分)

(2)お手紙の内容を知って
感激するがまくんの気
持ちについて、一人学
びをする。  (10分 |

Oか えるくんが書いた手
紙文を音読する。

O手 紙文を視写する。
Oが まくんがうれしくなう
たと思うところにサイド
ラインを引く。

(3)一人学びしたことをもと
に学び合う。 (12分 )

Oサ イドラインを引いた言
葉をもとに、感激するが
まくんの気持ちについて
話し合う。

Oが まくんの気持ちが表
れるよう|ゴああ。」「とて
も、いいお手紙だ。」を書
読する。

t4)かえるくんの幸せな気
持ちを読み取る。

(2分)
Oが まくんの様子から、か
えるくんがどう思つたか

を考え、話し合う。

・がまくん、かえるくん、地の文の役割読みををすることにより、
会語文を意識して読み、聞くことができるようにする。

日1度もお手紙をもらったことのないがまくんの驚きを、「きみが。」
に着目させ音読することで読み取れるようにする。

・音読し、視写することにより、手紙文の内容に着目できるよう
にする。

・手紙文を、正しく視写するよう助言する。
・「とても、いいお手紙だ。」と思つたのは、どの言葉からか考え、
サイドラインを引くことができるようにする。

・サイドラインを引けない子には、自分がもらったらどの言葉がう
れしいか想像するように助言する。

・「親友」「親愛」という言葉の意味をこどもなりにとらえさせ、自分
のことを大切に思つてくれる友達がいることをうれしく思うがまく
んの気持ちを想像することができるようにする。

・「ああ。」「とても、いいお手紙だ。」を、がまくんの気持ちになつ
て読んでみることで、がまくんの幸せな気持ちを味わうことが
できるようにする。

・手紙を書いたかえるくんの前時までの行動を振り返ることで、がま
くんの様子を見たかえるくんの幸せな気持ちを読み取ることができ
るようにする。
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(5)幸せな二人の気持ちを
想像して吹き出しrこ善く

(7分)

・板書を振り返り、二人の心が通い合い、幸せな気持ちになつている
ことを想像して、吹き出しに書くことができるようにする。

◆二人の幸せな気持ちを想像して、吹き出しに書くことがで

きたか。
A.二人の幸せな気持ちを想像し、二人の心の交流をとらえな
がら、二人が思ったことを吹き出しに書いている。

B.二人の幸せな気持ちを想像し、二人が思つたことを
吹き出しに書いている。

Cへの支援
・手紙の視写文をもとに、がまくんが幸せになつた理由を確か
めるように助言する。

・前 時 まで の か え るくん の が まくん に

5学 習のまとめをする。
(1)二人の様子を想像しな

がら、音読をすると
Oそ れぞれ自分の速さで
音読をする。

(2分)
(2)自己評価をする。

( 1 分)

次時の学習について見
通しをもつ

(1分)

・板書をもとに二人の様子や気持ちを振り返り、自分の読みをも
とにして音読することができるようにする。

・本時の学習を振り返り、満足感、成就感をもつことができるよう
にする。(挙手)
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